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◆みんなで佐潟を元気に

ここ数年振るわなかったハスが、夏後半から葉やつぼみを多数つけ、元気に生育しはじめました。
逆に、昨年下潟を覆ったヒシ、上潟に大群落を形成したミズアオイは、今年はごくわずか。
水辺の環境は変化しやすく、今年育った場所が来年も同じような環境であるとは限りません。
水生植物の種子は、条件が整わなければ発芽せずに水底で何年も眠り続けるものもあるそうです。
来年もたくさんの水生植物に出会えることを期待しています。

保全・再生

午前8:09

作業前。ヨシなどが
おとなの背丈ほど
生い茂っています。
水路は見えません。

午前9:07

まずは水路の周りを
ぐるっと刈りました。
刈ったヨシは束ねて
運び出します。

午前9:56

中央も刈りました。
地元のみなさんに
束ね方を教わり、
どんどんと運びます。

午前11:32

水路の泥あげを行い
水の流れを確保して
作業終了。
お疲れ様でした！

9/22(土)「田んぼ環境地」でヨシの刈り取り作業のようす→

佐潟を次世代までつなげていくため、
地域の皆さんや市民、団体等による、
手作業を中心とした保全の取り組みが
今年も行われました。
潟普請（かたふしん）は、佐潟の水質浄化を目的とし
9月23日(日)に開催されました。当日は雨の中、水門
付近の草刈や泥あげが行われました。地域住民の方、
赤塚中学校の皆さんなど、多くの方が参加し、泥だらけ
になって作業されていました。
その他、潟普請とは別に、地域と市の協働によるヨシ刈
りや 、CSR（企業の社会的責任）の一環としての環境
美化の取り組み 、自然保護団体による外来植物の除去
などが実施されました。

9/23(日)潟普請：地元赤塚中学校生徒の皆さんが大活躍！
地域のおとなに教わりながら、ジョレンで泥あげ作業

ハス オニバス ヒシ ミズアオイ
お盆過ぎから

にょきにょき！

上潟の大群落は
今年は生育せず

ゆっくり成長
数もほどほど

潟一面とはならず
まばらに生育

◆2012年夏の水生植物概況
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佐潟についての情報、質問等ありましたら、お気軽にご連絡ください。

JR越後線 越後赤塚駅 と
新潟交通 内野営業所間を毎日運行
佐潟最寄り「赤塚連絡所前」バス停

運行時刻等は
ホームページ等を
ご覧いただくか
お問合せください。

お知らせ

【佐潟自然散歩】

◆佐潟で虫とり探険
201２年７月2８日(土)
ぼくとわたしの夏休み 佐潟の昆虫だぁ！
毎年大好評のいきもの観察会。３歳から６年生
の子どもとご家族にご参加いただきました。
講師は、新潟大学・新潟西高校の「いきものが

大好き！」なお兄さん、お姉さんたち。木の上、地面、水の中など、佐潟
のいきものを探して散策し、大小さまざまなカミキリムシ、色とりどりの
コガネムシ、たくさんのオタマジャクシなど、たくさんのいきものたちに
出会えました。

■主催：佐潟水鳥・湿地センター／佐潟と歩む赤塚の会
■講師：新潟大学いきものサークル／新潟西高校生物部

【関連企画展示】佐潟いきもの展
201２年７月２８日(土)～８月1９日(日)

佐潟にいる昆虫や水辺のいきものを
ミニ水槽で展示しました。
子どもたちを中心に、時にはおとなも
じっくりと観察していました。

◆レンズを通して佐潟をみる 201２年9月8日(土) 初心者向け 佐潟写真教室

講義のあと、各自デジカメを持って実際に佐潟で撮影を
し、講評いただきました。今回学んだことを活かして
佐潟で素敵な作品がうまれることを楽しみにしています。

■主催：佐潟水鳥・湿地センター
■講師：小山聖志さん（フォトショップ サムセング）

佐潟へのバスが
便利になりました

◆佐潟まつり
-佐潟万燈籠-

８/25に開催されました。天候に恵まれ、少々暑すぎるくらいでしたが、
さまざまな屋台や、潟舟乗船体験、おみこしや地域の方によるステージ発表、
夜はたくさんの燈籠が灯り、空には花火が上がりました。

（主催：佐潟観光協会）


